
 

 

２０１９年春ダイヤ改正の考え方について（案） 

 

平成 3 0 年 1 2 月 2 0 日 

あいの風とやま鉄道（株） 

 

1. 基本的な方針 

(１) 利用実態に即した利便性の確保を図ります。 

(２) 現有の車両数及び要員数の範囲内で効率的な運用計画を策定します。 

(３) 富山駅高架化工事完成に合わせ接続改善を図ります。 

 

 

2. 運行計画 

(１) 列車の行先変更  

① 朝通勤・通学ご利用時間帯の混雑緩和を図るため行先の見直しを実施します。 

ア. 現行４２７Ｍ列車を「金沢発→富山行」から「金沢発→泊行」として運行します。 

イ. 現行５３１Ｍ列車を「高岡発→黒部行」から「高岡発→富山行」として運行します。 

ウ. 現行４２９Ｍ列車を「金沢発→泊行」から「金沢発→黒部行」として運行します。 

※朝の泊駅へ到着する列車の運転間隔が約６０分間隔に改善されます。 

 

 

(２) 運転区間の延伸 

① 夕通勤・通学ご利用時間帯の利便性向上のため、運転区間を延伸します。 

ア. 現行５７４Ｍ列車を「泊発→ 富山行」から「泊発→高岡行」として運行します。富山駅から

高岡駅間は２両編成で運転します。 

※金曜日は、富山駅から高岡駅間を４両編成で運転します。 

 

 

(３) 利便性の向上 

① 富山駅の発車の順番を見直し、直通利用者の利便性を向上します。 

ア. 現行４４０Ｍ「１７：３６発→金沢行」と現行５６６Ｍ「１７：４４発→高岡行」の発車の順

番を見直します。直通列車の富山駅の停車時間を短縮することで、直通利用者の利便性を高め

ます。 

② 運転時刻を見直しご利用しやすくします。 

ア. 現行５６５Ｍ「高岡２２：２０発→富山行」の運転時刻を約４０分繰り上げることで、高岡→

富山間の運転本数を、２１時台２本、２２時台２本に改善します。 
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(４) 接続改善  

① 富山駅での接続を見直しご利用しやすくします。 

ア. 現行５７４Ｍ「泊発→富山行」を区間延伸することで、北陸新幹線、はくたか５７１号（１９：

１５着）から乗換えが出来るようになります。 

イ. 現行５３２Ｍ（８：１７着）から高山線、現行８５０Ｄ（８：１４発猪谷行）へ乗換えが出来

るようになります。 

ウ. 現行５６６Ｍ（１７：３２着）から高山線、現行８６６Ｄ（１７：２１発猪谷行）へ乗換えが

出来るようになります。 

エ. 現行５５５Ｍ（１８：２８着）から高山線、現行８７０Ｄ（１８：２８発猪谷行）へ富山駅高

架化が完了することに伴い乗換えが出来るようになります。 

オ. 高山線、現行９８７７Ｄ（２０：１５着）から現行５６１Ｍ（２０：１６発黒部行）へ富山駅

高架化が完了することに伴い乗換えが出来るようになります。 

② 高岡駅での接続を見直しご利用しやすくします。 

ア. 現行５６５Ｍ（２２：２０発富山行）の発車時刻を約４０分繰り上げ、城端線、現行９３５８

Ｄ（２１：２７着）と氷見線、現行５５４Ｄ（２１：２５着）から乗換えが出来るようになり

ます。 

イ. 現行４５０Ｍ（２２：５４着金沢行）の発車時刻を繰り上げ、氷見線、現行５５９Ｄ（２２：

４５発氷見行最終）へ乗換えが出来るようになります。 

ウ. 現行４２７Ｍ（７：３２発富山行）の発車時刻を繰り下げ、城端線、現行３２６Ｄ（７：３２

着）から乗換えが出来るようになります。 

 

                                                    

(５) 増車  

① 混雑が予想される大型連休や休日等に列車を増車します。 

ア. 現行５３８Ｍの編成両数を、富山→金沢間で２両から４両に増車します。 

イ. 現行４３９Ｍの編成両数を、金沢→富山間で２両から４両に増車します。 

 

 

3. 観光列車 

① 観光列車「一万三千尺物語」の運行を４月６日（土）より開始します。 

ア. １便「富山１１：００発→泊（折り返し）→富山１３：０７着」 

イ. ２便「富山１５：２８発→高岡（折り返し）→黒部（折り返し）→富山１７：５４着」  

 

 

4. 今後のスケジュール 

  ２０１９年 １月下旬   詳細ダイヤ発表 

        ３月中旬   ダイヤ改正 


